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1. HR 

Pithecops 属 は 広く アッ サム ・ ヒ マラ ヤ ャ か ら 東 南ア ジア の 亜熱帯 性 樹林 を 主 な 生活 場所 と し , 5 種 が 報 し られ て い 
る . その 一 種 P. fulgens Doherty は アッ サム (人 原 名 亜 種 ), 台湾 (ssp. urai Bethune-Baker) お よび 対馬 (ssp, 
tsushimanus Shir6zu et Urata) の 3 ヶ所 で 分 布 が 確認 され て いる . 

対馬 で は 1954 年 8 月 5 日 , 池内 一 三 ・ 高 橋 時 重 両 氏 と と も に 生物 調査 で 上 対馬 を 訪れ た 浦田 明夫 氏 ら に よっ て 上 県 
町 佐 須 奈 で 初め て 発見 され た . その 後 , Shir6zu et Urata (1957) が 新 亜 種 と し て 記載 し , 分 布 ・ 生態 等 に つい て も 
浦田 (1957 ; 1960), 白水 ・ 原 (1962), 福田 な ど (1972) ら が 報告 し て いる . 

一 方 , 1973 年 か ら 長 央 県 生物 学会 は 対馬 学術 調査 を 行い , ERIT くに 本 種 の 生態 解明 を 主 目標 に , 後藤 安 一 
Bp, 今里 健 , 一 瀬 誠 , 林田 慎一 郎 , 高原 俊一 , 緒方 一 夫 , 柴原 克己 , 代 博 人 お よび 筆者 ら が 参加 し た . 1974 年 夏 に 
it, 幼虫 は タス ビ ト ハギ の 小葉 に 咳 み 傷 を 入れ , それ を 内 側 に 曲げ て 造 巣 し , その 中 で 生活 , HET S C LSU 
te. また , 当時 , 産地 に 近い 仁田 中 学校 に 勤務 し て いた 筆者 の 一 人 , 色 上 ぁ 1974 年 秋 頃 か ら 本格 的 に 生態 調査 を 始 
め , 一 部 は すでに 発表 し た 通り で ある (HE, 1976). 

今回 は , 筆者 ら が 観察 し た 資料 に 基づき , 本 種 の 分 布 と 生態 に つい て 報告 する ・ 

発表 に 当たり , 日 順 御 指導 いた だ く 九 州 大 学 白水 隆 , 長崎 大 学 山口 鉄男 両 教授 , 植物 ・ ア リ ・ ヤ ドリ バエ の 同定 で 
お 教え いた だ いた 長崎 大 学外 山 三郎 名 准 教 授 , 小田 原市 久保 田 政 雄 氏 , TUNA BER, また 調査 ・ 研 究 を 進め る に 
当たり , 筆者 ら と と も る に 参加 され た 前 述 の 諸氏 お よび 岩見 浩一 氏 , 以上 の 諸氏 に 厚く お 礼 申 し 上 げた い 、 
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2, 分 15 

日 本 で は 対馬 に の み 生 息 す る 本 種 は , その 中 で も 上 対馬 の 西海 岸 に 偏っ た 分 布 を 示し , 上 県 郡 CER) 上 県 町 佐 須 
奈 を 中 心 に , 上 対馬 町 上 県 町 , 峰 町 で 発見 され て いる (Fig.1). すなわち , 北限 は 上 対馬 町 河内 一 泉 付近 で , それ 
以 北 の 能 浦 ・ 豊 で は 発見 され ず , また 南限 は 峰 町 三根 一 大 久保 で ある . た だ し , 東海 岸 の 琴 < て 佐賀 問 に は 分 布 し て い 
な いよ う で , まだ 発見 する 機会 を 得 て い な い . 佐 護 ・ 佐 須 奈 舟 志 付 近 に は 個体 数 が 各 し く , 杉林 近辺 で は どこ で も 
発見 で きる と いっ て も 過言 で は な い . 分 布 の 北限 ・ 南 限 に 近 づ 
くに つれ , 局 地 的 か つ 個 体 数 も 減じ , 山地 の 御岳 ・ 大 星山 付近 
で も その 例 公 で は な い . 

食 草 で ある ヌス ビ ト へ ハギ 属 Desmodium は 対馬 全島 に 広く 
分 布 し , 全島 を 被 2 シイ ー タ プ ノ キ 林 よ り , 杉林 の よう な や や 
林 床 に 余裕 の ある 場所 を 好 ん で 生育 する 傾向 が 強い . その よう 
な 所 は 植林 , 開発 が 進ん で いる 西海 岸 に 多い と いう の $ ゃ 事実 で 
ある . また 冬期 の 北西 季節 風 は 島 の 中 央 部 の 山地 帯 に 直接 あ た 
AOC, 西海 岸 が や や 湿潤 な 気候 を 示す こと が 考え られ る . こ 
の よう な 要因 が 考え られ る も の の , 分 布 の 偏り に つい て は 十分 
解明 で き て お ら ず , 詳細 に つい て は まだ 不明 で ある . 

食 草 は , 杉林 な ど に 多く 自生 する た め , 植林 の 進行 と と も 

こ 本 種 の 食 草 条件 が 好転 し , 分 布 を 拡大 で きる 要因 と な っ て い 
る の か も し れ な い が , その よう な 事実 も 充分 把握 で き て いな い 
の が 現状 で ある . 




























































































3. 生 態 
3—a. 成虫 の 行動 

終 齢 幼虫 で 越冬 し た 本 種 は , 5 月 上 旬 に 第 1 化 と し て 羽化 す 
る . 最盛 期 は 5 月 下旬 で , 6 月 上 旬 ま で 姿 を 見 せる . この 個体 
は 7 て 8 月頃 に 発生 する 第 3 て 4 化 よ り も か な り 大 型 で , BT 
長 は 14. 3mm 内 外 あ る . 夏 型 は 1974 年 7 8 月 に 得 た 個体 の う 
ち , 羽化 間 $ も な いと 思わ れる 258 , 209 を 任意 に 抽出 し 調べ た 
と ころ , 平均 8 : 12.1mm, $ :12.6mm で あっ た . 秋季 の も の は 
夏 型 と ほぼ 同形 同 大 で ある . また 春 型 の 個体 の 玩 表 の 青色 部 は 
より 顕著 で ある . 第 2 化 は 6 月 下旬 一 7 月 上 旬 , 第 3 化 が 7 B 
下旬 ~8 月 上 旬 , 第 4 化 が 8 月 下旬 9 月 上 旬 , そし て 第 5 化 
が 9 月 下旬 10 月 中 旬 に 発生 し , 合計 5 回 の 出現 と な る (Fig. 
2. BE (1976) は 年 4 化 と 報告 し た が , 8 月 下旬 て 9 月 中 旬 
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に 1 回 発生 を 見 る こと が で きる の で , 上 記 の よう に 訂正 する . 

に ed 成虫 は 杉 の 植林 内 と その 林 縁 の 下草 付近 を 主 な 生活 場所 に 

L, と くに その 中 を 山水 が 小川 と な っ て 流れ , し か る 適当 な 日 

Fig.1 対馬 に お ける ツシマ ウラ ボ シ シ ジミ の 射 し が ある よう な 場所 で 多く の 個体 を 認め る こと が で きる . E 





分 布 域 (斜線 域 , 両方 向 の 斜線 は 多 産地 を 示 ss feta | setts cet tea ig dir dna 
d. 丸 印 は 確認 し た 産地 ) 季 に は 日 射 し を 避け て 消 暗 い 場所 を 好み , スス ビ ト ハギ , 









































|l 河内 2. 比 田 勝 3. 佐 護 4. 佐 須 奈 F ク ソウ , イノ コ ヅ ダチ, オカ トラ ノ オ な ど を 吸 密 す る の が よく 
uA se 4 — 
Tooo 0000 Hico4. この 中 で も ハエ ェ ド クッ ッ を 最も よく 好み , 暗い 林 床 








NII-Electronic Library Service 





The Lepidopterological Society of Japan 


1978 Lig TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap. ) Vol. 29, No. 1 49 





Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov 


l l REN 
--23 | 1st : 3rd . 5th : 
<-> > — © eee 
Pupa | 2 nd ; 4th : l arva 





Fig. 2 ツシマ ウラ ボ シ シ ジミ の 周年 経過 , 矢印 間 が 各 発 生 期 で ある 


を 弱く 々 し く テ 飛ぶ . 8 月 下旬 に は , ヌス ビ ト ハギ , ハエ ドク ソウ ツウ, ガン クビ ソウ , ミゾ ソバ パ , キツ ネ ノ マ ゴ ご , トウ パナ 
な と 林 床 や 林 縁 に 自生 する も の を 選ぶ . 春 や 秋 に は 陽 が か げっ た り , 朝夕 の 低温 時 に は 姿 を 消し て いた も の が , 日 中 
に は どこ か ら と も な く 現 れ て , 路 修 を 徒 税 する よう に な る . この 時 期 に は ナ ソ シロ イチ ゴ な どの や や 明る い 場 所 の 植 
tte RETA LL OD EC A. 

上 県 町 瀬田 で 観察 し た 午前 (1975449 月 16 日 ), 午後 (A288) の 日 週 活動 で は , 陽 が 高く な っ た 午前 8 時 か ら 9 
時 項 に 活動 を 始め る . 11 時 頃 ま で は 活発 で な く , 短 距 離 を 飛翔 する . 11 時 過ぎ か ら 14 時 頃 ま で は 活発 に 飛翔 し , その 
後 は 徐々 に 活動 が 低下 し , 15 時 以後 ほとん どの 個体 が 静止 し た . な お 両日 と る 快晴 で あっ た (Table 1), 

成虫 は 夏 に は 吸水 (福田 ほか , 1972) の ほか , 下記 の よう に 鳥 状 と 来 た も の も 観察 され た . 

1975 年 7 月 28 日 , 快晴 . 上 県 町 佐 須 奈 付 近 の あま り 成 長 し て いな い 杉 林内 . 枝打ち を 行っ た の か , 枯れ た 枝 や 倒木 が 


















































Table 1. ツシマ ウラ ボ シ シ ジミ の 日 周 活動 (上 県 町 瀬田 , 午前 : 1974 年 9 AIGA 
午後 : 同年 9 月 28 日 ) 


に 














時 刻 oH | HO) 活動 X — m | E 損 m 備 考 
9:50 O} 「 少し 飛ん で すぐ 休止 Aaa つゆ が 見 られ た 
9 : 58 O | ぎ ど ご ちな い テ 飛翔 , すぐ 休止 | 完全 (破損 な し ) 少々 楽し 
19507 | O + 少し 飛ん で すぐ 休止 左前 後 , ABD | 
10 : 10 Xe ク AAR 
10 : 55 Xe ク ARIAS | つゆ が な く な り , RELA 
11502] SE RICHI LICE, 休止 右 触角 
11:09 O: O ク 完 全 
11 : 22 (0 2 ク 
AU E [ASA OBER (個所 が 確認 
H:28| € | í で き な か っ た ) 

11:29; O ! O 4 | タ 
11:301 O 7] 活動 後 , 休止 完 全 
11:39 O | 活発 に 活動 ク | 
14 : 02 | 〇 | 活発 に 活動 完 全 気温 高 し 
14 : 13 OO ク ク | 
14:14 Om ク | oF 
14:15 O ク 4 
14 : 20 | Bos 4. | Xt 
14 : 25 | 〇 | 最初 か ら 静 目 | 右前 後 , ARE 
14:30: oe. ク 右前 後 , ART 
14 : 58 om / | 完 全 
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散乱 し て いた . 3 時 35 分 に 1 頭 の 8 が アラ ヵ シ の 枯葉 の 上 に と まり , KPRATVASACWZEBDDRHTAZOeE 
撃 し た . この 糞 は か な り 日 数 が 経っ て いる よう な 感じ で あっ た . 約 5 分 間 吸 汁 す る の を 観察 し , その 後 採集 し た . 
また 下記 の よう な 脱 装 行為 を 観察 し た . 
1974 年 10 月 13 日 , 晴 時 々 曇り で 少し 肌寒い . 上 県 町 瀬田 で 二 , 三 頭 の 8 が 飛翔 し て いる の を 観察 し て いる と , この 5 
ちの 1 頭 が か キツネ ノ マ ゴ の 葉 上 に 静止 し , 1 回 脱 養 を 行っ た (10 時 32 分 ). 養 は か な り 固 い 固 形状 を し て お り , ツバ メ 
シジミ や ルリ シジミ 属 で 観察 され た 散水 行為 (江島 , 1977) や , 吸 排水 行為 時 の 水滴 と は 明らか に 異な っ て いた . 
交尾 は 午後 に よく 見 られ る . 交尾 中 は 飛ぶ こと な く , 人 為 的 に 飛ば せる と を 9? 十 8 で 地上 に 降り る と いう (福田 ほ 
Ds, 1972). BBO Y AA YY SGI ti, お よび 8 る 上 や を, タイ ワン ツバ メシ ジミ < る 十 6 , クロ 
ッ バ メシ ジミ で ぐ を? ぐ @ 十 る を 目撃 し て いる が , さら に 観察 例 を 重ね る 必要 が ある . 





3 一 b. Æ Bg 

交尾 を 終え た ゃ は し ば らく する と 産卵 し 始め る . す で 人 食 草 と し て ヌス ピ ト ハ ギ お よび ケ ャ プ ブ ハ ギ の 2 種 が 知ら れ 
て いる が (浦田 , 1957), 今回 筆者 ら の 調査 で マメ 科 ヌ スピ ビ ト ハギ 属 Desmodium の 下記 の も の を 産卵 植物 お よび 食 
草 と し て 確認 し た (Table, 2). 


Table 2 ッ シ マ ウッ ラボ シシ ジミ の 食 草 と その 観察 地 














: 対 FORT do ze 見 見 峰 町 
河内 比 田 勝 津 和 se |」 佐 須 奈 佐 護 仁田 | 三根 大 星山 

L フジ カン ゾ ッ m . . : O 〇 〇 (0 O 
2. 。 オオ バ ヌ ス ビ ト ハギ デ . . < š O . | : . 
3. ヌス ビ ト ハギ O O O O CX. a O 
4 。 ヤブ ハギ m O O O O O ・ 
4 ケ ャ マブ ハギ O O O : e E 〇 
5. マル バ ヌ ス ビ ト ハギ . Q . O O Q O 














Fig. 3 (p.50) 












































1. ツシマ ウッ ラボ シ シジミ の 生息 地 , 上 対馬 町 舟 志 , 本 種 は スギ の 植林 地内 に 多い . 
2. 杉林 内 , 上 県 町 舟 志 
3. 葉 上 で 静止 する 8 個体 , 1975. 7. 25 上 対馬 町 舟 志 
4, 枯葉 上 に 落ち た 鳥 糞 か ら 吸 汁 す る 8 個体, 1975. 7. 28 上 県 町 佐 須 奈 付近 
5. ヤブ ハギ に 人造 巣 し た 幼虫 , 4 葉 に 巣 が 見 える , 1975. 10. 12 上 県 町 佐 須 奈 
6. ヌス ピ ト ハ ギ の 花穂 に 産 付 され た 卵 , 1975. 7. 25 上 対馬 町 舟 志 
7. ヤブ ハギ の 果 茨 を 食す る 初 齢 幼虫 , 1975. 10. 12 上 県 町 佐 須 奈 
8. ヤマ プ ハギ の 花穂 上 の 3 般 幼 虫 , 1975. 10. 12 上 県 町 佐 須 奈 
9. マブ ハギ の 果 洋 を 食す る 3 齢 幼虫 , 1975. 10. 12 上 県 町 佐 須 奈 
10. ャ ヤブ プ ハ ギ の 果 茨 を 食す る 終 貼 幼虫 , 1975. 10. 12 上 県 町 佐 須 奈 
Fig. 4 (p.51) 
1. V7AFORRCERLE DET ARS, 1975. 10. 12 上 県 町 佐 須 奈 
2. TNT AS O/MEREBICRAGRAN CHRLED EDP AMMA, 1975. 10. 12 上 県 町 佐 須 奈 
3. ヤブ ハギ の 小葉 柄 基 部 に 唆 み 傷 を 入れ て いる 終 齢 幼虫 , 1975. 10. 12 上 県 町 佐 須 奈 
4. 終 齢 幼虫 が 忠 み 傷 を 入れ , 放置 し た ヤブ ハギ , 1975. 10. 12 上 県 町 佐 須 奈 
5. ヤブ プ ハ ギ に 人造 巣 中 の 終 齢 幼虫 , 1975. 10. 12 上 県 町 佐 須 奈 
6.7. マブ ハギ に 人 造 巣 中 の 終 齢 幼虫, 1975. 10. 13 上 県 町 佐 護 
8. マル バ ヌ ス ビ ト ハギ の 小葉 3 枚 を 使用 し て 造 巣 し た 終 齢 幼虫 , 1975. 10. 13 上 県 町 佐 護 
9. ヤブ ハギ の 葉 裏 に 残さ れ た 謎 殻 , 1975. 10. 13 上 県 町 佐 護 
10. ヌス ピ ト ハ ギ の 花穂 上 の 終 齢 幼虫 と それ に 群がる Camponotus (Myrmanblys) sp.1974. 8.27 上 対馬 町 舟 志 
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1, D, oldhamii Oliver フジ カン ゾウ Table 3. ケ ャ プ ハ ギ の 1 個 の 茨 果 に 対す る 産卵 数 
2 D, laxum DC _ オオ バ ペ ヌ スピ ビ ト へ ハギ (1975 年 10 月 12 日 上 県 町 佐 須 奈 ) 
3. D, oxyphyllum DC, ヌス ピ ト ハ ギ 観 宗 数 
4, D, fallax Schindl, ヤブ ハ ギ i 1 Wo ーー 4 
4. D, fallax Schindl, var, dilatatum Nakai 2 JS 1 
ケ ヤ ブ ハギ 3 Jg i 
5. D, podocarpum DC, マル バ ヌ ス ビ ト ハギ E s S8 ーー E: MEM 
BE (1976) は 北村 ・ 村 田 (1961) を も と に Desmodium 8 ケ ヤ ブ ハギ の 茨 果 に 対す る 産卵 数 
各種 を 記録 し た が , 現在 も っ と る 普遍 的 に 用 いら れ て いる 大 (1975 年 10 月 12H ERRAR) 
FE (1970) に 従っ て 配列 する . その た め ヌ ス ビ ト ハ ギ の 変種 8i Zx 3€ RA CA) 123 
と し て いた も の の 5 ち 独立 種 に 昇格 する も の が 生じ た . MPSA (B) 多 č 
以上 5 種 お よび その 変種 で も る が , 同属 の ミッ ナ ォ シ D. E ff 3 (A/B) 34% 


caudatum (Thunberg) DC,, シバ ハギ D, heterocarpum 
(Linné) DC, SZAZ ds LC S2 e TEE BUE RESR BACB. 前 者 は や や 向陽 地 に , 後者 は 向陽 地 
に 自生 し , 食 草 と な っ て も ご く 一 部 で ある と 推定 され る . 
7~ 8 月 の 食 草 の 著 開 花期 に は , 甘 や 花 者 ある い は 新芽 上 に 産卵 する が , それ が な い 春 季 に は 若い 葉 の 裏側 に , 
秋季 (9 て 10 月 ) に は 茨 果 の 表面 に 産卵 する こと が 多い . 1 頭 の の 産卵 数 は 1 ヶ所 に 1 卵 ず つ で , 1 株 で も 数 個 平 
均 で ある . 9 て 10 月 の よう に 食 草 が 限定 され る 時 期 に は 複数 の 個体 が 産卵 する た め , 1 個 の 茨 果 に 多数 の 卵 を 見 る こ 
と が ある (Table 3). 産卵 行動 の 観察 例 を 挙げ る と 次 の と お り で ある ・ 
1974 年 6 月 16 日 午後 , 晴 , 無風 . 上 対馬 町 浜 久 須 で , 
風 が 当たら な い 平 地 の 艇 林内 で , 低木 に 少し お お われ た 
ヌス ビ ト ハギ の 花穂 近く を 飛ぶ 個体 を 発見 し た . この 
は ヌス ピ ビ ト ハギ の 項 部 の 花穂 に 静止 する と すぐ に 腹部 を 
曲げ 卵 1 個 を 産卵 し , 別 の 株 へ 移っ た . 






























































Fig. 5 卵 幼生 期 の 形態 
A JI (Em) B 初 齢 幼虫 CH) 
C Pio CHTED D 終 齢 幼虫 Cm 
E 終 弟 幼 虫 (側面 ) 























Fig.6 フジ カン ゾウ の 食 跡 と 3 齢 幼 了 虫 . 矢印 は 頭 
部 の 方 向 を 示す 1977 年 7 H25H 上 県 町 佐 護 
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es ee E i MU 
卵 は 直径 約 0. 6mm, JRO. Sum OR TIE C, 著しく 粗大 な 網目 状 突起 が 卵殻 表面 に 存在 する . 産卵 され た 直後 に は や 
や 緑色 が か っ て いる が , 次 第 に 灰白色 に 変化 する (Fgi 5 一 A). 

3 一 c. 幼虫 期 

産卵 され た 卵 は 夏季 に は 3 日 で 財 化 し , 卵殻 を 食べ る こと な く 産 付 され た 食 草 ( 主 に ヌス ビ ト ハギ , ケ ャ ブ ハ ギ ) 

付近 の 新芽 ・ 花 穂 を 摂 食す る . その 後 2 3 齢 は 引き 続き 新芽 ・ 花 穂 (花弁 ・ 曹 ) を 食べ て 成長 する . 第 1 ・2 化 を 

始め , 7 月 下旬 まで の 個体 の よう に 鷲 が で き て いな か っ た り , 硬い 時 期 に は , lit misi oS SEES hr 

置 し , 摂 食 時 に は そこ か ら 移 動 し て き て 葉 身 を 葉脈 を 残し て 網目 に な る よう に 食べ る (Fig. 6). 

3 で 4 表 初 期 の 幼虫 は 通常 は 花穂 上 や 小葉 葉柄 ある い は 小葉 の 基部 近く に 位置 する . 小葉 付近 に いる 場合 , 摂 食 時 
に は 摂 食 部 位 に 出 て き て その 部 分 を 食す る . 先端 の 小葉 より , 1 対 あ る 側 方 の 小葉 を 対象 と し て 選ぶ こと が 多く , fl 
級 か ら 円 形 に 摂 食す る の が 大 半 で ある . 葉 身 を 上 面 か らち ょ 5 と ど 窓 を 開け る か の よう に 不 規則 な 形 に 食べ る こと も あ 
る が 一 定 し な い . 

終 苑 (4 齢 ) に 達する と 小葉 の 葉柄 に 位置 し , その 先端 (小葉 に 近い 方 ) を それ ぞ れ 葉 裏 側 か ら 咳 み 傷 を 入れ , 3 
小葉 を 下垂 させ る . 小さ な 傷 で も る の で 小葉 が 枯死 する こと は な い が , その 茎 の 傷 の 部 分 全体 が 褐色 に 変色 し て く 
る . 十分 に 食 草 を 食べ , 老 就 に 達する まで に 幼虫 は 内 側 の 数 ヶ所 で 吐 糸 し , し っ か り と 固着 させ て 巣 を 完成 する . 

9 月 下旬 一 10 月 上 旬 に 発生 し た 第 5 化 が 産卵 し た 卵 は , 10 月 中 旬 に な る と 各 ス テー ジ の 幼虫 が 見 られ る よう に な る 
(Fig. 7). この 頃 に な る と 上 対馬 こ に は 早 や 冬 の 到来 を 感じ きせ , BEM RIZA CHD, 早い も る の は すでに 葉 を 
落と し 始め て いる も の ゃ も ある . 5 化 の も の で 遅い も の が 羽化 し 産卵 し て いる も の も ある が , すでに 老 就 幼虫 た 達し 造 
巣 し 始め て いる 幼虫 が 多い . Table.4 の よう に 全 ス テー ジ の 幼虫 が 揃っ て お り , 花穂 ・ 茨 果 上 に は 春 一 夏季 で は 見 ら 


























































































































Fig. 7 第 5 化 の 個体 の 成長 と 食 草 の 関係 





























A 花穂 と それ に 産 付 され た 卵 : 9 月 下旬 
B 茨 果 と 2 齢 幼虫 : 10 月 上 旬 
C RAKE L KJE ; 10 月 中 旬 
D we KHOR HSH da ; 10 月 下旬 
E Ekr T Leik :IDLH ES 

中旬 
F 落葉 し た 造 巣 葉 と 幼虫 ; 11 月 下旬 














Table, 4 1975 年 10 月 12 日 上 県 町 佐 須 奈 で 観察 され た 幼生 ( 卵 を 除く ) 





ws 29 — 38 Ke Mo Sym 








rT n# 葉 上 0 0 3 4 3 1 
花 穂 ・ 茨 果 上 0 2 1 4 0 0 
m 業 上 1 1 2 4 0 1 
Jb. ob 0 9 4 0 0 0 
合 計 1 12 10 12 3 2 
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Fig. 8 ヌス ビ ト ハギ 属 の 茨 果 
に 残さ れ た 幼虫 の 食 跡 
A : 上 県 町 仁田 1974. 10. 17 
ヌス ビ ト ハギ に て 
B: 上 県 町 佐 護 1974. 11. 10 
フジ カン ゾウ に て 
C: 上 県 町 佐 護 1974. 11. 10 
ヤグ ハギ に 区 て 
D: 上 県 町 佐 護 1974. 11. 10 
オオ バス ヌス ビ ト ハギ に て 


E: 上 対馬 町 河内 1974. 11.9 
ケ ヤ ブ ハギ に て 
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れ な か っ た ほど の 量 の あら ゆる 時 期 の 幼虫 が 発見 で きる . 産卵 で きる 茨 果 は 残り 少な く な っ て お り , 産卵 され て いな 
い 茨 果 は ほとん ど な い くら い 高 頻度 で 卵 が 発見 され る . 複数 個 産卵 され て いる こと も ゃ 少な く な い . 夏季 に ゃ 複数 の 個 
体 に 由来 する 卵 が 一 つの 花弁 に 見 られ る こと も ある が , この よう に 集中 する の は この 時 期 だ け で ある . 

この よう に 秋季 の 個体 群 に は すでに 茨 果 し か 残さ れ て お ら ず , この 茨 果 の 片面 の や や 下部 より 喰い 入り , 頭 部 か ら 
腹部 数 体 飾 まで 中 に 入れ て , 主 に 種子 を 食べ る . それ が 終わ る と 円 形 の 摂 食 跡 が 残さ れ て いる (Fig. 8. 

この 幼虫 は 2 節 ある 茨 果 の 他方 に 移り , 先 に 喰い 込ん だ 茨 果 の 一 方 と 同一 面 か ら 摂 食す る こと が 多い が , AMORA 
へ 移る こと も ある . この 時 期 に は 果実 も か な り 硬 化し て いる た め , 花序 ( 穂 ) 先端 か ら 摂 食し 始め , 齢 を 重ね る に つ 
れ 葉 に 近い 下方 の も ゃ の を 選ぶ よう に な る . 花穂 上 の 茨 果 を 摂 食し た も の も 老 熟 幼虫 に な る と 食餌 を 止め , (EBB eis 
っ て 下がり 小葉 に 達する . 幼虫 は 小葉 葉柄 先端 (小葉 側 ) に 咳 み 傷 を 入れ , 3 小葉 を 下垂 させ る と 同時 に 小葉 葉柄 付 
近 に 吐 系 し , か つ 1 対 の 側 方 小葉 を 基部 付近 か ら そ の 2 枚 を つなぐ よう に し っ か り と 固定 させ る . 次 第 に 小葉 先端 の 
方 へ 下っ て 合計 3 ヶ所 前 後 を 吐 系 で 固定 する . 3 小葉 の 残り 1 枚 (先端 の 小葉 ) は 下垂 させ て 葉柄 基部 の み に (全然 
し な い 場 合 も ある ) Wd Tg C. 他 の 1 対 と は 固定 され て いな いこ と が 多い . マブ ハギ , TN TA, オオ バス 
スピ ビ ト ハギ の よう な 3 小葉 を も つも の は 相対 する 1 対 (2 葉 ) を 使用 し , 他 の 1 枚 は 下垂 させ る だ け で , 3 葉 と も 活 
用 する の は 一 部 で ある (Table 5). フジ カン ゾウ に は 先端 の 小葉 以外 に 3 対 の 小葉 が あり , 合計 7 枚 を 数 える こと が 
で きる . 本 種 の 幼虫 が 2 葉 を 使用 する と いっ て $ ぁ 隣接 する 2 小葉 を 使用 し た も の は , この フジ カン ゾウ ッ で 一 部 見 られ 
た だ け で あっ た (Table 6). マル バ ヌ ス ビ ト ハギ の よう 5 に 先端 の 小葉 が 大 きい 食 草 で は , 他 の 食 草 と 同様 の 巣 を 造る 


Table 5. 越冬 前 終 齢 幼虫 が 造 巣 に 使用 し た 小葉 数 (1974 年 10 一 11 月 , 上 県 町 ・ 上 対馬 町 ) 
ヤブ プ ハギ ケ ヤ プ ハギ オオ バ ヌ メス ピ ト ハ ギ フジ カン ジウ 



































































































































2 小葉 を 使用 同一 葉 の 相対 する 一 対 35 1 5 12 
同一 葉 の 隣接 する 2 枚 0 0 0 2 
3 小葉 を 使用 同一 葉 4 0 0 0 
1 対 の 小葉 と 別 の 小葉 3 0 0 0 
m T 合 計 42 1 5 14 
Table 6. MARIS ROMER Liev vay Vy ONE (1974 年 10 月 11 日 上 県 町 佐 護 ) 

第 2 ・ 3 8 2 

& 4-585 8 

€ 6575 2 

第 1 ・ 3 業 2 

- - a a 1 

合 計 15 
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Table 7. 越冬 前 終 齢 幼虫 の 静止 位置 か ら , 小葉 葉柄 基部 まで の 距離 
(1974 年 10 一 [1 月 上 県 町 ・ 上 対馬 町 ) 
MEN ーー 0 一 9 10—19 20—29 30—39 40—49 50—59 60—69 平均 mm 
ヤ F と X 1 13 18 7 3 0 0 23.7 
ケー y ŽOS ¥ 0 0 1 0 0 0 0 22. 0) 
オオ バ パ ヌ スピ トト ハギ 0 0 2 1 0 1 1 38.0 
DEAE EE 1 hi 9 4 38 2 231) 33 
合 ar 2 14 24 12 6 3 2 27.6 
Table 8. 越冬 前 終 齢 幼虫 の 静止 位置 より 中 脈 に 垂直 に 下ろ し た 足 と , 小葉 葉柄 基部 と の 距 
離 お よび 静止 し て いた 小葉 の 平均 葉 身 長 (1974 年 10 一 11 月 上 県 町 ・ 上 対馬 町 ) 
小葉 柄 か ら の 距離 (a) 上 x i 
er ares à a 
2 9 10—19 20— 29 30—39 40—49 50—59 60 一 69 平均 mm A (b) 
Y 7 ハ ギ 2 15 18 5 2 0 0 23. 58.6 0.39 
A VQ. ププ Aa E 0 1 0 0 0 0 0 15.0 62.0 0.24 
オォ オオバ ヌス ピ ビ ト クギ 0 0 2 2 0 1 0 32.0 88.0 0.36 
gU. の a AU oy 1 1 3 4 3 2 1 94.9 82.9 0.42 
合 計 3 17 23 11 5 3 1 26.4 66.8 0.40 
Table 9. 越冬 前 終 齢 幼虫 の 中 脈 に 対す る 静止 位置 
(1974 年 10 一 11 月 上 県 町 ・ 上 対馬 町 ) 
m" 7 _ 中 脈 よ り 先 端 小葉 側 HRE 中 脈 よ り 花 穂 側 
ヤ T ハ ギ 15 8 19 
ケ SES a F 0 0 l 
オオ バタ ヌス ビ ピ ビ ト ハギ 1 0 4 
NAM A ママ シッ ーー _ 2 m PM 
合 計 20 10 33 
Table 10. 越冬 前 終 齢 幼虫 の 小葉 中 脈 か ら の 距離 
(1974 年 10 一 11 月 上 県 町 ・ 上 対馬 町 ) 
ーー _ 0 (中 脈 上 ) 0-9 10-19 20-29 30-39 40—49 平均 mm 
ヤ 7 スハ x 8 32 2 0 0 0 4.0 
Ae bo ou へ ハ ¥ 0 0 1 0 0 0 15.0 
オオ ババ ヌス ビ ト ハギ 0 1 2 1 D 1 21.0 
PE i GE E M E OO の 0 0 0 5.8 
合 EN 10 43 8 1 D 1 5.9 
Table 11. 越冬 前 終 齢 幼虫 の 体長 (1974 年 10 一 11 月 上 県 町 ・ 上 対馬 町 ) 
TNT IE pnts Ue Ot a 10 Gm) 
ヤ z Ps ギ 0 4 19 16 0 10.0 
yo ヤー Wt へ # 0 0 1 0 3 9.0 
オオ バ ヌ ス ビ ト ハギ 1 0 0 4 0 10.0 
dl Lae a ee _ 0 0 3 F HM 10.3 — 
合 zin 1 4 23 24 11 9.6 
Table 12. 越冬 前 終 齢 幼虫 の 体 色 (1974 年 10 一 11 月 上 県 町 ・ 上 対馬 町 ) 
"M | o R f& REDD oT ビン ク が か っ た 緑色 赤色 が 強い 緑色 
ヤ ハ ギ 23 10 7 2 
do Xe. が BS E 0 0 0 ! 
オオ バ ヌ ス ビ ト ハギ 0 1 3 1 
合 ar 35 11 12 5 
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こと が で きず , 両側 の 小葉 を 内 側 へ 下垂 させ , 先端 の も ゃ の は 左 小葉 (先端 に 向かっ て ) と 同じ 向き に な る よう に 横向 
き に し て 3 枚 で 造 菓 する . 

ャ プ ハ ギ , ケ ヤ プ ハギ , オオ バ ヌ ス ビ ト ハギ で 3 小葉 の 巣 造り を する 時 に は , 先端 の 小葉 の 裏面 と 他 の 1 対 の 小葉 
の 先端 側 葉 綴 と を 合計 数 ヶ所 ずつ 2 面 で 固定 する (Table 7). また 3 葉 を 使用 する 変形 と し て , 相対 する 小葉 と 別 の 
HED 1 枚 を 使用 し て いる 側 $ も る, ヤブ ハギ で 約 1 割 弱 発 見 され た (Table 7). 

巣 の 中 の 老 有 部 幼虫 は 小葉 の 中 央 より や や 基部 側 の 葉 身 の 2/5 程 の 位置 に 静止 し て お り (Table 7 一 8), 食 草 に よる 差 
は 認め られ な い . また , 中 脈 に 対し て も 葉 の 先端 側 , 基部 側 と で 一 定 の 傾向 は な く , 中 脈 を 中 心 と し て 左右 一 様 に 葉 
の 先端 を 向い て 静止 する よう で ある (Table 9). その 位置 は せ プ ハギ , オオ バ ヌ ス ビ ト ハギ の よう 人 葉 身幅 が 広い 食 
草 で あっ て も , ケ ャ プ ハ ギ , フジ カン ゾウ の よう な 比較 的 狭い ゃ の で も ほぼ ば 一定 で ある (Table 10). この よう に 小 
葉 の 葉 身 に 位置 する 習性 は , 食 章 が 冬 の 到来 と と も に 落葉 する こと と 関連 が 深い も ゃ の で あろ 5. 

この 時 期 の 体長 は 平均 9. 6mm で , 食 草 に よる 変化 は 認め られ な か っ た が , ヤブ ハギ で 育っ た も の は フジ カン ツジ ツウ よ 
b や や 小型 の 傾向 が ある (Table 10. 体長 に は 変化 が 見 られ な い が , 体 色 は か な り 色 彩 変 時 が 豊か で ある . SUE 
色 の も の (GH), 黒色 が か っ た 緑色 (BED, ピン ク が か っ た 緑色 (PH), 赤色 が か っ た 緑色 (R 型 ) まで 多種 多様 
で あぁ る. Table 12 の よう に 全体 緑色 の も の が 大 半 を 占め る が , ヤブ ハギ に は B, P 型 が それ と ほぼ 同数 ほど 出現 し 
て いた . フジ カン ゾウ で は B 型 は 全く 認め られ ず 面 白い 対比 し を な し て いた が , 他 の 2 種 の 食 草 で は 観察 例 が 少な く , 
結論 を 出す に 至っ て いな い . 食 草 に よる 色彩 の 変化 は , と くに Celastrina な ど で 顕 著 で あり , 本 種 で も 同じ よう な 
要因 を 考え る こと と が で きる ふも の と 思わ れる . 

し か し , こう し て 越冬 態勢 に 入れ る も ふ の は 十分 な 食 草 条件 の も ゃ る と で 生育 し た 幼虫 で , 本 格 的 な 冬 が 到来 する 11 月 ま 
で に 老 熟 に 達する こと が で き な か っ た 個体 は 越冬 す る こと が で き な い . 

と も あれ , 夏季 に は ヌス ビ ト ハギ , ケ ヤ ブ ハギ の 花穂 上 で 1 と 3 齢 が 発見 され る が , 成長 し て 終 齢 に 達し た 頃 に は 
dE, 蒼 ふ 残り 少な く な っ て お り , 小葉 裏 基部 で 発見 され る 頻度 が 高い . 春季 や 秋季 の よう に , 花弁 , 牙 が 見 当たら な 
い 時 は , 若葉 や 果実 (1 ン 3 齢 ), 葉 衰 (3 て 4 齢 ) 上 で 発見 され る (Fig. 9). 
















































































































































































3 一 d. 映 期 一 羽化 

老 就 幼虫 は し ば らく する と 摂 食 を 止め , 葉柄 上 , 花穂 上 に 静止 する よう に な る . 食 草 条件 が 良い 夏季 の 個体 群 は , 
産卵 後 20 日 前 後 (幼虫 期 17 日 間 前 後 ) で 幅 化 する . それ まで 花弁 ・ 甘 果 を 食べ て 成長 し た 老 熟 幼虫 は 花穂 を 下り 小 薬 
へ 移る こと が 多い . また 葉 に 造 巣 し それ を 摂 食 し て 老 塾 に 達し た 幼虫 も , 小葉 内 側 に 作っ た 座 で 遇 化 態勢 に 入る . ま 
れ に 茎 の 下端 付近 の , 葉柄 を 分 枝 き せ て いる 部 分 で 虹 化 し た 例 や 小葉 柄 の 基部 に 喧 み 傷 を 入れ て いる よ 5 な 状態 で , 


































































































Fig. 9 (p. 57) 越冬 前 終 齢 妨 虫 と その 人造 巣 
A 1975 年 10 月 13 上 県 町 佐 護 ヤブ ハギ 
上 方 に 終 齢 幼虫 が いる . 左下 方 の 食 跡 は 上 方 の ぁゃ の で あろ う . 下 右 側 の 巣 は 造 築 の 和 途中 で ある . 
B 1975 年 10 月 12 日 上 県 町 佐 須 奈 ヤブ ハギ 
高き さ 38cm の 位置 に 終 齢 幼虫 は 位置 し て いる . 
C 19754105138 上 県 町 佐 護 ヤブ ハギ 
高き 26cm の 位 賀 に 終 齢 幼虫 は 位置 し て いる . 造 巣 し た 巣 を 開い た と ころ . 
D 1975 年 10 月 12 日 上 県 町 佐 希 祭 ヤブ プ ハ ギ 
造 巣 中 の 終 齢 幼虫 . 幼虫 の 横 に は 2 ヶ所 に 糸 の 東 ( 点 刻 ) が 見 られ る . 
E 1975410A13H 上 県 町 佐 護 マル バ ヌ ス ビ ト ハギ 
小葉 3 枚 共 使 っ て 造 巣 し た 終 齢 幼虫 . 高 さ 17cm の 位置 に 幼虫 は 見 られ る . 
F 1975 年 10 月 12 日 上 県 町 佐 須 奈 ケ ヤ マブ ハギ 
小葉 柄 に 唆 み 傷 を 入れ て 人 造 巣 中 の 終 齢 幼虫 . 
G 1975 年 10 月 12 日 上 県 町 佐 須 奈 ケ ヤ プ ハギ 
地面 か ら 15cm の 高 さ の 葉 裏 に 凡 殻 が 1 個 付着 し て いた . この ケ ヤ マブ ハギ の 茨 果 に は 2 部 5 頭 , 3 似 2 頭 が いた 
が , 葉 に は これ の み で あっ た . 
H 197547105148 上 県 町 仁田 マル バ ヌ ス ビ ピ ト ハ ギ 
葉 に 残さ れ た 食 跡 と 造 巣 中 の 終 過 幼 』 
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EO L'Glijft LOR BR UL Tz — Bib (Table 14). 

越冬 前 の 老 就 幼虫 は 小葉 を 丈夫 な 和 糸 で 固定 きせ る が , この 遇 化 前 期 の 幼虫 は それ ほど 堅固 な も の を 吐 糸 し な い . 幼 
虫 は 例外 な く 工 の 先端 方 向 を 向い て その まま 由 化 し , 羽化 を 待つ よう に な る . NIE CWEU TS CEDR E 2 TH 
いて いた 例 は 皆無 で ある . 

8 月 中 旬 一 下旬 の ょ うに 花弁 を 生じ , きわ め て 条件 が 良い 時 期 に は 花穂 上 で 頭 部 を 下 に し て 照 化す る. 特異 的 な 例 
と UCHRE CHREL Clote 1 例 が ある (Table 14). この 前 後 の 時 期 に は 花穂 上 で の 幅 化 を 見 た こと が な く , 豊富 
な 食 草 条件 下 か , ある い は 特殊 な 環境 の 時 に 一 時 的 に 認め られ る 現象 の よう で ある . 虹 化 場所 は フジ カン ゾウ , ケ ヤ 
プ ハ ギ の よう に 草 未 が 高い 食 草 で は 葉 裏 と 花穂 と が 半々 に な る が , ヌス ピ ト ハ ギ , ヤブ ハギ な と 少々 低い 草 ま の も の 
CLL COM EASA 70 多い (Table 13-17). 

REZE o CHAEICBILD ENRON, ヌス ピ ビ ト ハギ を 摂 食 し た 個体 は や や 小型 の よ う 5 で ある (Table 
1D. 秋期 に は ヌス ビ ト ハギ を 摂 食す る 例 が 少な いと いう こと と 共通 し た 要因 を 考え る こと が で きよ う . 3 枚 (フジ カ 
ン ゾ ッ で は 7 RO ある 小葉 の うち 先 
端 , に ある も の が 螺 化 場所 と し て 使 
われ る こと は 少な く , FACTOR 
を 認め る こと も で き な い (Table 
14). 

WARIO EAM EDA of C2 
~ 3 枚 の 小葉 が 固定 され た 合 葉 ) は 
11 月 中 旬 ン 下旬 に は 枯れ , それ に 自 
ら の 重み と 風 な ど に よっ て 地上 に 落 
下す る . ほほ ぼ 食 草 の 下 に 落ち , その 
まま 他 の 枯葉 (MORE) に 混 じ 
っ て 翌 森 まで 越冬 する (Fig. 10. 

翌年 の 4 月 中 旬 に な る と 越冬 幼虫 

は 活動 を 始め , IN (LBA ERD CUE 
WLED TOREN CE. Re 
の 中 を その 場所 に 選ぶ . この 時 期 に 
は 食 草 自体 も まだ 十分 芽 を 出し て お 

T, 食 草 に 人 準 っ て 摂 食 する の を 観 
察し て いな い . 飼育 時 に は 越冬 幼虫 
の 約 半 数 は 枯れ た 葉 の 中 で , 残り は 
シャ ー レ 内 を 活動 し た 後に 内 璧 に 付 
EL CELE. 

この よう に し て 4 月 中 旬 ン 下旬 に 
Art CHIE L MBAR, 約 半 月 後 の 
5 月 上 旬 に は 第 1 化 と し て 羽化 し 始 
DA (4 月 中 旬 に 第 1 化 の 成体 が 観 
察 ・ 採 集 さ れ た 特別 の 例 も ある )-. 



































































































































Fig. 10 造 筑 を 完了 し , 越冬 語 勢 に 入っ た 終 牙 幼虫 




















Ala) cce 1974 年 10 月 30 日 マブ ハ ギ 典 化 前 の 幼虫 は 第 5 て 9 腹 節 に か 
(b) 同上 , ⑱ を 開い た 状態 を 示す . け て 赤色 が 強く な り , 次 に 第 4・5 





Qu M c E 腹 人 の 聞 に 胃 瞭 な くびれ が で き 始め 
C 上 対 二 町 河内 1974 年 11 月 9 日 ケ ャ プ ハ ギ 
D 


上 県 町 佐 護 1974 年 11 月 10H オオ バス ヌス ビ ト ハギ » さら に 腹部 の 赤色 が 少し 薄く な り 
> 幼虫 の 頭 部 の 方 向 申 化 を 開始 する . つぎ に , 再び 赤色 
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Table 13. 8AHELMICRH ABE L MMEA 
(1975 年 8 月 6 一 8 日 , 三根 町 大 星山 , 上 対馬 町 舟 志 ) 






































小葉 Be 花 OB a F 

A A ビ ト ノヽ XE 4 0 4 

ケ * デ #S ギ 2 0 9 
マ ノレ aes スピ ト Oe EN E 2 ー 1 ーー 3 

合 計 8 1 9 


地上 か ら の 高き (em) 
20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 合 a Bos E 


nil 

















X A C Ppox ER 2 2 0 0 4 48.8 
ケ ヤブ ハギ 葉 裏 0 1 0 1 Z 60. 0 
マル バ ヌ ス ビ ト ハギ 葉 裏 1 1 0 2 21.9 
TER 0 9 _ 1 i d 400 
合 計 1 1 3 3 1 9 45. 6 
Table 14. 8 H Fgicde à AEH x CERT 
(197446 8 月 25 一 27 日 , 三根 町 大 星山 , 上 県 町 仁田 ・ 佐 須 奈 , 上 対馬 町 舟 志 ) 
o/h 葉 裏 
= " ANE 中 央 小葉 左 小葉 小 業 裏 合計 小葉 柄 花穂 SUR 合計 
X A € PN ギ 2 D 6* 0 0 0 6 
+ V スハ X 12 0 14 26 0 T 0 33 
ケ x 7T 5^ X 1 0 2 12** 2 17 1 32 
マル バ ヌ ス ビ ト ハギ 0 2 1 3 1 2 0 6 
AE a Xe a. (4 _ 2 3 _9 1 7 0 17 
会 計 19 7 20 56 4 33 1 94 


* この 中 に どの 小葉 か 未 調査 1 例 あ り 
** | 小葉 が 痕跡 も な く 中 央 か 左 小葉 か 判断 で き な い 1 例 あ り . この 中 に どの 小葉 か 未 調 査 8 例 あり 




















Table 15. 8 月 下旬 に お ける 食 草 と 申 化 位置 

(1974 年 8 月 25 一 27 日 , 三根 町 大 星山 , 上 県 町 仁田 ・ 佐 須 奈 , 上 対馬 町 舟 志 ) 
_ u 地 上 か ら o m s (m 
0-9 10-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-99…310 合計 平均 

























































































ヌス ビ ト ハギ Wm 1 6* 27.0 
* ブ ^ X ER 2 3 5 5 8 3 26 32.4 
花穂 1 2 2 2 T 49.7 
ケ マブ ハギ XX 1 3 4 2 1 12* 55.0 
葉柄 1 2* 46.0 
花穂 9 4 1 1 p 17* 13.4 
R T 1 200 

マル バ ヌ ス ビ ト ハギ 葉 裏 3* 
葉柄 i x 
花穂 1 2* 79.0 
TEPE Se 4 3 x 704 
花穂 2 1 1 2 1 {0:3 
e 計 11 6 9 7 15 11 7 7 3 1 1 94* 41.5 

* 高 さ 未 調 査 例 を 含む 
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Table 16. 8 A Fc &éo Ns cli o Lic A Olt (LB 
(1974 年 8 月 25 一 27 日 , 三根 町 大 星山 , 上 県 町 仁田 ・ 佐 須 奈 , 上 対馬 町 舟 志 ) 


Ti Jd. EE FG CO 
_ 暑 尾 端 か ら 小葉 葉 身 基部 まで の 距離 m 観察 例 SE 3S 







































































T 4009 - LOL) 2000 209999 40 77 s mom 
ヌス E que 人 へ E 1 2 1 0 0 6* 1.30 
ャ ーー T£ ハム g 13 2 1 1 96 129 
o マヤ Dy Aa X 2 2 0 0 0 12* 0. 80 
マル レバ ヌス ビ ト ハギ 0 0 0 3 0 3 2. 50 
の この と EE E y4 0 2 ^ 0 9 ILB 
4 計 10 17 3 6 1 56* 1.29 
* 距離 未 調査 例 を 含む 
Table 17. 8 A T4chie LINKR x fier 
(1974 年 8 月 25 一 27 日 , 三根 町 大 星山 , 上 県 町 仁田 ・ 佐 須 奈 , 上 対馬 町 舟 志 ) 
tit oOo 体 。 E (mw _ azp MAE 
PT 6.5-6.9 7.0-7.4 7.5-7.9 8.0-8.4 85-89 9.0-9.4 9.5-9.9 F5 F #5 
ヌス ビ ト ハギ 葉 裏 1 1 2 6* 7.90 7.90 
ad Z ノヽ ギ pa 4 10 7 5 26 $58 51 
花穂 1 2 1 1 7* 892% 
Fox To ¥ Eg 1 1 12* 8 45 
: 葉柄 1 2* 9.00lq ga 
TERE 2 3 3 17* 8 70(% 
BE. 1 1 6.80 
マル バ ヌ ス ビ ト ハギ dum 2 1 3 8. 97 
d 1 1 ZI 
| 花穂 gx 7 
フジ カン プア vy WX 1 1 2 4 9* 826 
葉柄 1 1 8. 70+8. 45 
eee: EN Dec sit L OT 864) 
合 計 2 1 6 18 27 11 2 94 849 
* 体長 未 調査 例 を 含む 
































Fig. 11 フジ カン ゾウ ッ の 食 跡 と 幅 殻 Fig. 12 MOPE (A: 背面 , B: 側面 , 
上 県 町 佐 護 1977 年 7 A250 C : 腹面 ) 
開化 に 使用 し た 小葉 柄 に は 唆 み 傷 が ある が , W 
に は な っ て いな い . 
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Dike S 78 o CHAAR ORBLE 4 Ze EDI TTS. MERA DRT x comu. 飼育 に よる 観察 に より , 
平均 50 分 程度 と 推定 され る . すなわち , 1974 年 11 月 10 日 に 上 県 町 佐 護 で 得 た 幼虫 を 飼育 し た と ころ , 翌年 4 月 中 旬 に 

WHEL, その うち 4 月 17 日 に 同化 し た 2 個体 は 0 時 か ら 同 55 分 まで の 55 分 間 , 0 時 35 分 か ら 1 時 24 分 まで の 49 分 間 を 

BLK. また 羽化 1 て 2 日 前 に も 色彩 変化 が 見 られ , 赤 緑 色 ・ 不 透明 な 虹 色 は 黒 化し 始め る と 同時 に 圭 の 斑紋 も 確認 

で きる よう に な る . 羽化 開始 か ら 終了 まで の 時 間 は ご く 短 い . 

























































































3 一 e. SEHOTY - Kitt OBR 

6 月 下旬 に は 十分 な 食 草 条件 に あり , 幼虫 $ 生 育 し て 3 て 4 齢 に 達し て いる . 
この 時 期 の 幼虫 の 周囲 に は アァ リ が 多く 集まり , lactating し て いる の が 見 られ る . 
1937 年 8 月 27 日 に 上 対馬 町 舟 志 で 観察 し た 時 に は アリ は Camponotus (Myr- 
manblys) sp, で , これ は 同じ く ヌ スピ ビ ト ハギ を 食し て いる ツバ メシ ジミ の 幼虫 
2:555 lactating し て いた . この 時 ッ バ メシ ジミ に 対し て は 数 種 の アリ が 見 られ 
72. また ほか に , クロ オオ アリ “Camponotus japonicus Mayr”, アメ イロ アリ 
“Paratrechina flavipes (F. Smith)" EZZ NE. 

また 1974 年 8 月 に 上 県 町 仁田 で 採集 し た 幼虫 か ら , アソ ハリ バエ "Caduriella 
tritaenita (Rondani)” 8 が 同年 9 月 11 日 に 羽化 し て いる CE, 1975). また アッ 
ハリ バエ で は な い ヤ ドリ バ ェ 笠 の 1 種 が , 1973 年 8 月 27 日 に 上 対馬 町 舟 志 で 得 た 
幼虫 か ら , 同年 9 月 15 日 に 羽化 し た が , 未 同 定 で ある . 

野外 で は , v FUE ONGUL A 4822197446 8 月 27 日 , 上 対馬 町 舟 志 の 




















































































































Fig. 13 マドリ バエ 科 の 脱出 孔 が 











ャ プ ハ ギ の 花穂 上 (地上 より 65cm の 高き) で 発見 し た (Fig. 13). db ER (矢印 ) 
1974 年 8 月 72 日 上 対馬 町 舟 志 
4. 本 種 の 幼虫 の 造 巣 性 の 起源 に つい て ヤ プ ハ ギ の 地上 65em の 花穂 上 


CORDA RD DIANA CHES Rik, 食 草 の 葉 を 垂れ 下がら せ , 数 ヶ所 で 固定 する だ け で ある . LAL, セ セ 
リ チ ョ ッ 科 に 見 られ る , 葉 の 一 部 に 2 ヶ所 の 唆 み 傷 を 入れ て 内 側 へ 曲げ 造 菓 し た り , ある い は 葉 を 内 側 へ 完全 に 二 つ 
折り に し て 巣 を 造る 習性 と は , その 様式 か ら も 起源 は 本 質 的 に 異な る も る の と いえ る . 

本 種 の 造 巣 性 と い 5 習性 は , 単に 本 種 (ちあ るい は Pithecops ssp.) だ け を 見 て その 系 統 を 論じ し た の で は 真 の 意味 
で 理解 し た こと に な ら な い . 本 種 を 含め , Lycaenidae, ある い は Papilionoidae 全体 か ら 概 観 す る こと が 大 切 で あろ 
5. この よう な 視点 か ら 本 種 の 造 巣 性 を 考え て みた い . 

造 巣 性 と いう 習性 は , Lycaenidae で も 下 等 な 一 群 で ある Theclinae で 多く 認め られ る が , 後に 述べ る よう に 全 
て 単 一 の 超 源 ・ 様 式 で ある と は 考え られ な い . その 中 で も Arhopalini (Panchala, Narathura) IN»: DIRET 
る と 同時 に , 慕 に 食い 込む こと な く 葉 を つづ り 合 わせ て 造 巣 する . 幼虫 は 巻い た 葉 を 食べ て 成長 する の で , Theclini 
の 習性 と の 類似 性 が 考え られ る も の の , 共通 し た も の と みな すこ と は 難し い . むし ろ 食 葉 性 と いう 共通 し た 食性 に 由 
来 す る た め に 生じ た 行動 の 相似 性 と 理解 され る . Theclini で も Shir6zu et Yamamoto (1956) の いう ふっ と る 原 
始 的 な ist Stage ©Artopoetes に は Arhopalini 同様 な 芽 を 食い 込む 習性 は 備わっ て お ら ず , その 形態 同様 原始 性 
を 物語 っ て いる . A 1 枝 で は Ussuriana, Coreana を 含む B 1 EEC, 初 齢 幼虫 に 芽 に 食い 込む 習性 が 見 られ る よう 
(に な る . し か る も Coreana は Ussuriana より 分 化し た 形態 を も ゃ ち , Al 枝 で 唯一 の 若 齢 期 に 簡単 な 巣 を つく り , 中 
齢 以後 で は 葉 の 葉脈 の 基部 に 切り 込み を 入れ 垂下 させ , その 中 に 座 を 設け て 生活 する . 習性 か ら 見 る 限り 本 種 は 2nd 
Stage へ 分 化し た SZzzozzg は 問題 が 多い . S, janasi OW (EARL FIR YR DAPI RY ROR CHM DY 
食べ , その 後 ク タス ギ ・ コ ナラ な どの 食 樹 の 芽 に 入る と いう . GLA, HED SE DICEVA I ABO, 
EDA 1 枝 と は 別 の 系 統 か ら 早 い 段 階 で 分 化 を と げた と する 三枝 (1976) の 考え を 支持 する も の で ある . 

A2・A3 群 と 分 核 し た Japonica で は J. saepestriata (Z 2 ~ 3 齢 時 の み に 人 造 巣 性 が 見 られ , KEETA LY 
失 す る . この 種 は A 3 枝 の 高度 に 分 化し 造 巣 性 が 著しい Chrysozephyrus, Neozephyrus, Quercusia, Favonius 
と を 結ぶ 種 と し て 重要 で ある . 

2nd Stage で は A 2 群 の Araragi は 初 齢 時 に 芽 に 喰い 込む だけ で ある . Wagimo は 芽 の 鱗片 を 綴っ て その 中 に 

忘れ る 習性 が あり , さら に Coreana 同様 , 葉脈 の 基部 に 切れ 込み を 入れ 垂下 させ て その 中 に 座 を も ふつ こと も ある . 
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これ は Antigius attilia が 終 齢 時 に 委 J っ た 葉 の 中 に 身 を 隠す 行動 か ら の 分 化 を 強く 示唆 する も $ も の で ある . 

3rd Stage は 最も 高等 な Theclini C, 成虫 が 日 中 活動 する 種 を 含み , 幼虫 に も 強い 人 造 巣 性 を 認め る こと が で きる . 
下さ せ た 葉 上 に 座 を も ゃ つ 習 性 は , A3 枝 の 中 で 唯一 の D1 群 に 分 類 さ れ 
て いる ろ る 妥当 性 を 裏付け る ふも の で ある . Neozephyrus (台湾 の N, taiwanus も 同様 ) を 初め , Chrysozzphyrus の 2 
種 (C hisamatsusanus, C. ataxus), Quercusia は 葉 を 綴り , C, aurorinus ゃ 鱗片 の 中 に ひそ ん で 生活 する . 
(台湾 の C, esakii も 同様 で ある ). Chrysozephyrus と Neozephyrus の 両 属 は 行動 上 で る 姉妹 属 と 言え よう . 
Favonius は 行動 様式 か ら , 末 分 化 な 種 群 か ら 分 化し た も の まで 認め られ る . これ は , 芽 に 喰い 込む だ け で 造 巣 性 お 
よび それ に 類する も の を 見 出せ な い F, yuasai, F, yezoensis, 鱗片 に ひそ む 一 群 の F, saphirinus, F, cognatus, 
F. ultramarinus, F, latifasciatus ©, さら に 葉 を 綴る F., orientalis D3 群 に 大 別 さ れる . 

Theclinae で も Aphnaeini, Strymonini, Deudorigini に は 本 亜 科 の 基本 的 な 習性 で ある 芽 に 喰い 込む 召 性 が 備 
わる だ け で , それ より 分 化し た も の を 見 出す こと は で き な い . 

Miletinae の 本 邦 で の 唯一 種 , Taraka hamada は 若 齢 時 に 吐 糸 し て 簡単 な テン ト を 作り , その 中 に 棲む こと が 
知ら れ て いる . この 習性 は 幼虫 が 肉食 吐 や 特典 な 形態 と と も に 二 次 的 に 獲得 し た も の で あろ うこ と は 想像 に 難く な い . 

Lycaeninae, Polyommatinae, Curetinae と いっ た 種 群 は , 系 統 発生 の 段階 で , Theclinae の 食 葉 吐 と いう 食 
性 を 捨て , 半 食 葉 性 や 食 花 GE) 性 へ 進化 きせ て いる . し か し Theclinae 本 来 の 芽 に 喰い 込ま な いと い 2 習性 か ら , 
さら に 分 化し た も の は 獲得 し て いな い . 

本 種 が 含ま れる Polyommatinae で は , Zizeeria maha が が 申 化 する 際 に 2 3 枚 の 葉 を 糸 で 軽く 綴り 合わ せ て , 
この 中 で 同化 W る の を みる だ け で ある . 本 種 は 系 統 的 に Zizeeria に 比較 的 近 縁 で も り , その 習性 の 起源 の 共通 性 を 
伺わ せる . 

この よう に , Lycaenidae の 人造 巣 性 に は 三 つ の 分 化 の 過程 が 推定 され る . 初 齢 幼虫 が 芽 に 喰い 込ま な い 最 も 原始 的 
な 行動 か ら 分 化し , Arhopalini に 代表 され る よう な 芽 に 喰い 込ま ず 造 菓 す る 行為 , さら に Theclini に 見 られ る 芽 
に 喰い 込ん で 鱗片 に 隠れ その 中 に ひそ み , さら に 葉 を つづ り 造 巣 する 行為 や , Pithecobs や Zizeeria DK 5 Vli 
て 幅 化 時 の み 葉 を 巻き 込ん で その 中 に 入る 行為 な ど , 造 巣 性 に は 様々 な 形態 に 多様 化し た も ゃ の が 認め られ る . 

本 種 に つい て も , 長い 進化 の 過程 に お いて , 食 草 の 葉 を 喰い 込む 行為 を 分 化 さ せ 実 際 の 摂 食 行為 と は 無関係 な 葉 を 
し お れ さ せ て 人 造 巣 の 対象 と する 行為 へ 転化 させ , さら に 下 等 な 種 群 が 葉 を 巻き 込む た め に 獲得 し た 吐 素行 為 の 分 化し 
た 形 と 考え られ る 糸 を 吐い て 数 ケ所 の 葉 を 固定 する 行為 を 二 次 的 に 得 た と 思わ れる . し か し , 現在 で は 本 来 の も ゃ の と 

re cing eqq ほど と 分 化し た も の に 変化 し て いる . 本 種 の 行動 に 似 た も ゃ の は Nymphalidae ONeptini 

こも 広く 見 られ , Neptis sappho で は 摂 食 を 目的 と し て , 食 草 で も る ササ ゲ な どの マメ 科 植 物 を し お れ さ せ て 食す 
Z. Pieridae で も Eurema hecabe が ネム の 葉 の 中 上 脈 の 途中 に 咳 み 傷 を 入れ , 前 半分 の 小葉 を 下垂 させ て 摂 食 し て 
いる . 

以上 の よう に Lycaenidae だ け で は な く , 基本 的 に 食 葉 性 の 食性 を も つ 種 群 ( 二 次 的 に 食性 を 転換 させ た 種 は 多い ) 
に ゃ 平行 進化 の 結果 と 考え られ る 同様 な 行為 が 認め られ る . 

本 種 も eee の 原始 的 な 種 が か も っ て いた 習性 を は る か に 分 化 さ せ た 結 果 , AIC AT BEN TRIE b» 
に 座り , 同時 に 形態 的 に も Polyommatinae と し て 新しい 形質 を 備え た と 言え る . この 事実 は 逆 に Pithecops と い 
SERORA rie A EERU, RM LOCAT. AMEE 5M (P. fulgens, P, corms, P 
mariae, P. pbhoznix, P. dionisius) が 遺存 的 な 傾向 が 強い 分 布 域 を 示す 種 群 で ある こと も , 前 述 の 証左 と し て 意 
味 を も つも の で あろ 25 

し か し , 本 種 の 造 巣 性 の 起源 の 解明 に は , 本 邦 で は 八重 山 群 島 (西表 島 ・ 石 垣 島 ), 沖縄 北部 に 分 布 し , 国外 で も 東 
南ア ジ ァ に や や 広い 分 布 域 を も つ P. cozozs の 完全 な 生活 史 の 研究 が 不可 欠 で ある こと は 論 を 待た な い . 


















































Iratsume 2: Coreana, Wagimo 同様 に : 
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5. 最後 に 

DLE, ツシマ ウラ ボ シ シ ジミ の 生活 史 全 般 に つい て 述べ た . ABIL, 本 邦 で は 対馬 の , し か も その 一 部 域 に し か 分 
布 し な いと いう ば か り で な く , ヒメ シジミ 垂 科 で は 唯一 と 言っ て よい ほど の 特異 な 造 巣 性 を 示す と い 2 点 で 興味 深い 
も の で ある . 
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_ 本 種 の 産地 に は , 夏季 に な る と , 採集 者 が 多数 渡島 し , Thick o TREINARH HRD? Aob L HE 
定 さ れる . しかし, この よう な 採集 家 は , 生態 ・ 分 布 な ど に 関し て デー タ を 残す こと は な く , た だ 単なる コレ クシ ュ 
ン に 終わ っ て いる 場合 が ほとん ど と 言っ て よい だ ろう 5. 最近 で は , 佐 須 奈 , 舟 志 , 佐 護 と いっ た 著名 な 産地 で は , x 
スピ ト ハ ギ の 花穂 が 刈り 取ら れ て し まう と いう 事態 きえ 生じ てい る. 心 な いこ れ ら 一 部 の 人 々 に よっ て 起こ っ て いる 
こと は 残念 で ある ば か り で な く , ある 慎 り さえ 覚え る . 

ッ シ マ ッ ラ ボ シ シ ジミ に 対し て , 永く 種族 の 保持 が で きる よ 5 安住 の 地 を 与え て や る こと が , 我々 自然 に 親しみ , 
自然 を 愛し , 自然 か ら 学び 取 ろ うと する 者 の 貢 務 で ある と 考え て いる . その た め に ゃ も 本 種 の 生活 史 に つい て 理解 を 深 
め て いく こと が 大 切 で あろ う . 今後 も $ 多 く の 方 々 の 御 指導 を 仰ぎ , 更に 研究 を 進め て 行き た いと 考え て いる の で , 御 
教示 の 程 を 切 に お 願い する も の で ある . 



































要 約 

我々 は , 1973 年 か ら 行 われ た 長崎 県 生物 学会 対馬 学術 調査 を 機会 に 本 種 の 生態 , 分 布 な どの 調査 を し , 下記 の 結論 
を 得 た . 
1. 対馬 に お ける 本 種 の 分 布 は , 上 県 町 の 佐 須 奈 ・ 佐 護 , 上 対馬 町 の 舟 志 を 中 心 に , 北 は 上 対馬 町 河内 一 泉 ま で , BH 

は 峰 町 三根 > 大 久保 まで で , 東海 岸 一 帯 に は ほとん ど 分 布 し て いな い . 
2. 産地 で は 湿っ て 薄暗い 杉林 内 に 多く , 林 床 に 生え る 下記 の 植物 を 食 草 と し て いる . 

]. フ ジカン ゾウ ツウ Desmodium oldhamii Oliver 

2. オ オバ ヌス ビ ト ハギ D, laxum DC, 

39. ヌス ビ ト ハギ D, oxyphyllum DC, 

4. ャ ブ ハ ギ D, fallax Schind1. 

4 ル . ケ ャ ブ ハ ギ D, fallax Schindl, var, dilatatum Nakai 

















5. マ ル バ ヌ ス ビ ト ハ ギ D, podocarpum DC, 

9. 成虫 は 5 月 上 旬 よ り 10 月 中 旬 ま で 年 5 回 発生 し , 春の ゎ もの は 夏 の 個体 より 大 きい . 

4. 成虫 は 発生 期 に は 各種 草本 植物 を 訪 花 し , 吸水 ・ 吸 汁 す る こと も ある . 

9. 春 で は 新芽 に , 夏 に は 花弁 や 新芽 , 秋 に は 茨 果 表面 に 1483 ORISA NS. 卵 期 は 約 3 日 間 . 初 齢 幼 昌 は た だ ち 
に これ ら を 食べ て 成長 する . 葉 を 食べ る 場合 に は , 摂 食 時 の み 葉 柄 か ら 移 動 し て 来 て 円 形 に 穴 を 開け て 摂 食す る . 
6. Mi CABE 幼虫 は , 小 工 葉柄 を 下面 か ら 咳 み 傷 を 入れ て 3 小葉 を 内 側 へ 下垂 させ , 相対 する 小葉 を 吐 糸 で 数 ケ 
所 固定 し , 残り の 小葉 は その まま に し て 造 巣 する . 幼虫 の 静止 する 位置 は 小葉 中 脈 の 基部 付近 で , 大 体 葉 の 先端 方 
向 を 向い て いる . | 
7. T7478 BOMBA O X 5VAEZEIRÉERCCR o SOIR BI CAL, 茎 を 下っ て 小葉 に 達し て 造 巣 し , その 中 

THET. 普通 , HE CHO Aine VY CHES A. 78S ECTImEICEOC(ETSIL5»52. 

8. OAR CU ERA L RKEJJEN CHETEL, その 中 に 静止 する . 冬 に な る と この 巣 造 りさ れ た 2 
枚 の 葉 は 落葉 し , 幼虫 は その 中 で 4 月 まで 越冬 する . 4 月 上 旬 に な る と 何 も 摂 食す る こと な く 幅 化す る . 

9. WERNI 8 10 日間. 

10. 本 種 の 造 巣 する 性 質 は と メシ ジミ 亜 科 で も きわ め て 特異 な も の で ある . 系 統 学 的 に みる と この 種 の 行動 の 起源 
を , シジミ チョ ッ 科 の 原始 的 な 種 が も つ 芽 に 初 齢 妨 虫 が 喰い 込む 行動 に 由来 する が , それ より は る か に 分 化し た も 
の と 推定 され る . た だ し . ムラ サキ シジミ 族 が 葉 を 巻き 込ん だ り , ある い は ミド リ シ ジ ミ 族 が 芽 の 鱗片 た に 隠れ た り , 
さら に 葉 を 巻き 込ん で 人 造 巣 する 習性 と は 超 源 は 同じ で あっ て も , 直接 的 な 関係 は 造 巣 の 様式 か ら ゃ 認め られ な い . 
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Summary 


Pithecops fulgens (Polyommatinae) occurs in Assam, Formosa and Japan, In our country this spe- 
cies is distributed only in the island of Tsushima, Little is known about the life-history, therefore the 
authors have researched it as well as the zoo-geographical aspect since 1973, in cooperation with the 
Survey on Tsushima Biological Researches by the Nagasaki Biological Society, 

The following results have so far been obtained, 

1, This species is only found from the north-western parts of the Tsushima island, extending 
northwards to Kawachi and Izmi of Kamitsushima-ché and southwards to Mine and Okubo of Mine-ch6. 
It is absent from the east coastal areas of there, 

2. It inhabits in the darker, moist cedar forests, where the following larval food-plants (Legumi- 
nosae) grow abundantly, 

Demodium oldhamii Oliver 
laxum DC, 
osphyllum DC, 
fallax Schindl, 
fallax Schindl, var dilatatum Nakai 
podocarpum DC, 

3, The butterfly is on the wing from early May to the middle of October, There are five broods 
in the year, The spring form is larger than the summer one, It visits various flowers in bloom, which 
serve nectar, and occasionally sucks water on muddy ground, 

4. The egg is laid singly on a new bud of the larval food-plants in spring, and slso on the petal 
in summer, The larva hatches three day after oviposition, and feeds the buds or petals, It may eat 
the leaves, but does not remain there, 

5. The last instar larva makes its nest before pupating, 

In spring, it bits partially the underside of the petiole, binds up two of the three drooping leaflets 
with silk, and then pupates on the silk-lined main vein near the base directing the head toward the 
leaflet-apex, 

In July and August, the last instar larva feeds the petals, When fully grown, it moves down the 
stem and makes the nest on the undersurface of the lower leaflet directing the head in generl toward 
the leaflet-tip, Some larvae pupate on the spikelet downwards, The larval stage is approximately 17 
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days. 

In autumn, the last instar larva makes the nest with leaflets, which falls down in late autumn 
naturally, It passes the winter and pupates in the nest in April without having any food after hiber- 
nation, 

The pupal stage ranges from 8 to 10 days, 

6. The nesting behaviour of P, fulgens seems apparently to be similar to that of the first instar 
larva of Arhopalini and to the self-hiding behaviour of Theclini, but the nature is supposed to be 
essentially different, 
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